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 師走
し わ す

になりました… ２学期の宝物をみつけよう！！ 

                       校長  内藤千春 

 １２月は、和風月名では“師走”。毎日のお勤め以外にも年末の法要のためにお坊さんが忙しく走り回

るところから師が走るというように言われています。師と言えば学校の教師も、皆さんの２学期の成長

ぶりを振り返ったり、三者面談でどんな話をしようか資料をつくったりと忙しい日々を過ごしています。

師走は教師（先生）も忙しい月です。しかし、楽しい時期でもあります。みなさんの頑張ったことを見つ

ける時間となるからです。 

同じように学園生にとっても、１２月は、２学期の宝物をみつける大切な月です。２学期の宝物とは、

みなさんが授業や学校行事で頑張ったことです。暑い８月から始まった２学期。輝鳥祭「文化の部」「体

育の部」はじめ校外学習やさまざまな活動がたくさんあった２学期です。約 80日間を通して、目標が

達成できたり、できるようになったり、もう少しでできそうなことをあげてみましょう。キャリアパスポー

トを通して、振り返ることで自分の頑張ったこと（宝物）をなるべくたくさんみつけてみましょう。どちら

がたくさん見つけることができたか。担任の先生と競ってみましょう。 

★振り返りは、輝く自分の成長のために… 
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いい行動がいっぱいできると芽が育ち、花となり。その花がどれだけ咲いたか、１２月でしっかりと振

り返ることが自分で自分の成長を感じ、知ることができます。自分事の振り返りとなります。これが、実

となり、こうしようこうしたいという思いが次の学年への目標となり、種となります。そういうローテー

ションでかがやく自分（大人）に成長していくのです。ゆえに、２学期の宝物を見つける師走にしましょう。 

鳥屋学園だより 
〈鳥屋学園の教育目標〉    【自律・見識・貢献】 

確かな知恵と知的探究心を基盤として、自ら学び主体的に考える力と     

たくましく生きる力を身につけた子どもを育成する。                         6.3                                                                                                                                                                                                                                                                 

  




